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▲外国語指導助手
　ミン・ダニエルさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市で過ごした２年間を振り返ると、たくさんのことに挑戦し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て成功できたように思います。例えば、今年の４月にしまなみ海道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を自転車で渡りました。来日する前は、自転車さえ乗れなかったの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に！　家では日本料理を雑誌やウェブサイトで調べながらいろいろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作り、今では、だいたいのレシピは漢字辞典を使わずに作れるよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になりました。アメリカにいた時は、イベントを一から計画したこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とはなかったけれど、去年小学生向けの英語キャンプを、ジュリア
　ナ先生と一緒にできてとても楽しかったです！　日本がたくさんの感謝すべき経験を私に与えてくれています。
　　アメリカへ帰ったら、毎日自転車じゃなくて車に乗ることや、壬生川が最寄り駅でなくなることや、うどん屋
　と焼肉屋さんが目に入らなくなることにはすぐ慣れるでしょう。ただ、一番アメリカの生活で慣れづらいはずな
　のが、日常生活ですごくお世話になっている皆さまに会えなくなることです。それは、私の生徒、同僚の先生、
　と丹原地区の皆さま。皆をアメリカに連れていけたらいいのにと、残念でなりません。帰国するのは、２年前に
　アメリカを離れて来日した時と同じぐらい辛いチャレンジに決まっています。
　　帰国する前にこの機会を活かし、感謝の言葉を申し上げたいと思います。丹原地区にいる私を指導してくれた
　先生の方々へ。私の安全を確保し、生活が安定していることを常に確認してくれた丹原総合支所の教育委員会の
　皆さまへ。いつも私を温かく迎えてくれた丹原公民館の皆さまへ。愛と辛抱のこもった教えをしてくれた私の日
　本語の先生の方々へ。西条市に着いた瞬間から忘れられないおもてなしと親切さを見せてくれた野口家へ。最後
　に、素晴らしい思い出を一緒にたくさん作った私の友達へ。アメリカと日本が遠く離れていなければいいのに、
　と思う今日この頃であります。
　　また西条市でお会いできる日まで。御機嫌よう、さようなら。　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞
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